
1年前期授業回数 15回 時間数 30時間 必修・選択 選択 授業形態 講義 単位数 2単位

CB210 科目名 担当者名

回数 予定 実施 観点

1 ⑤⑥⑨

2 ⑤⑥⑨

3 ⑤⑥⑨

4 ⑤⑥⑨

5 ⑤⑥⑨

6 ⑤⑥⑨

7 ⑤⑥⑨

8 ⑤⑥⑨

9 ⑤⑥⑨

10 ⑤⑥⑨

11 ⑤⑥⑨

12 ⑤⑥⑨

13 ⑤⑥⑨

14 ⑤⑥⑨

15 ⑤⑥⑨

講義

講義

保険の制度と保険業界の働き方、RAB企画

松井　克明

講義

講義

ガイダンス

会社をつくろう：基礎編／マーケティングの基礎

知るぽると講演（税理士の働き方と身近な税金）泉谷博之先生

キャリアとは／産業とは何か？

　授業中の質問、要望は口頭のほか、ロイロノートにて毎回、受け付ける。

方法

講義

講義

な　し

グループアクティビティ、カフェ経営

グループディスカッションのスキル

ゲスト講師：地域の特産物で地域活性化

評価の方法・割合
（％）

テーマ・内容

組織と仕事

履修上の注意事項

自己理解／人間関係とコミュニケーション

講義

グループアクティビティ、会社組織

キャリアの理論

ビジネスアイデアコンテスト

まとめ

講義

講義これからのキャリア

講義

講義

授業の自己評価

備考

使用テキスト

講義

講義

講義

授業内テスト

１０の観点 ①聴く力②表現力③柔軟性④協調性⑤社会性⑥専門知識・技能⑦思考力⑧実践力⑨主体性⑩問題解決力

『未来を拓くキャリア・デザイン講座』山﨑京子、平林正樹著　中央経済社刊。

東奥日報などの新聞やニュースサイト。
参考文献
参考URL

進行状況により、授業のテーマ・内容は変更になる場合がある。

期末試験

開講年次・時期

DPの観点 ⑤社会性　⑥専門知識・技能　⑨主体性　　

　積極的な授業参加75％、レポート課題25％。

　毎回の課題を提出すること。レポート課題を提出すること。

授業の概要

　指定テキストより、事前・事後学習を30分程度行う。

・学生は様々なプログラムを通して、将来の職業や人生を考える力を持つようになる。
・「キャリア支援演習Ⅱ」（1年後学期）または「公務員養成演習Ⅰ」（1年後学期）を学ぶための知識を身に付ける。

授業時間外学修
（予習・復習）

科目コード

授業を通じてキャリアについて学び、キャリア選択の機会となり、「キャリア支援演習Ⅱ」（1年後学期）
または「公務員養成演習Ⅰ」（1年後学期）を学ぶための橋渡しとなる。

キャリア支援演習Ⅰ

　提出物は次回以降の授業で代表的なものを紹介する。

単位認定の要件

科目の到達目標

フィードバックの
方法


